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春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
は
、
昭
和

55
年
に
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
賛
同
す
る

団
体
と
個
人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
・
若
者
が
、
主
体
性
や
自
己
肯
定

感
を
育
み
、
自
立
し
た
個
人
と
し
て
健
や
か

に
成
長
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

構
成
団
体
　

　
春
日
市
自
治
会
連
合
会
、
春
日
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
、筑
紫
保
護
区
保
護
司
会
春
日
支
部
、

春
日
市
小
・
中
学
校
P
T
A
連
絡
協
議
会
、

春
日
市
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会
、
春

日
市
少
年
補
導
員
の
会
、
春
日
市
民
生
委
員
・

児
童
委
員
連
合
協
議
会
、
春
日
市
商
工
会
、

春
日
市
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
連
絡
協
議
会

活
動
内
容
（
例
）

▽
薬
物
乱
用
防
止
・
非
行
防
止
啓
発
事
業

　
　
市
内
６
中
学
校
と
連
携
し
、
薬
物
乱
用

の
恐
ろ
し
さ
と
、
薬
物
に
対
す
る
正
し
い

知
識
を
伝
え
る
講
演
や
、
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
な
ど
の
依
存
症
に
な
ら
な
い
た
め
の
講

演
、
そ
の
他
、
自
己
肯
定
感
や
自
尊
感
情

を
高
め
る
た
め
の
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。

▽
青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

　
　
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い
て
、
家
庭

や
地
域
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
す
る
た
め
に
、「
依
存
症
」や「
少
年
非

行
防
止
」
な
ど
の
青
少
年
を
取
り
巻
く
問

題
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　　
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
市
が
連
携
協
力

し
て
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
の
中
で
も
、
特

に
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、「
春
日
市
六
中
・

生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト
」
で
す
。

　
市
内
全
中
学
校
の
新
生
徒
会
役
員
が
一
堂

に
集
ま
り
、
12
月
に
研
修
会
を
行
い
、
翌
年

８
月
の
実
践
発
表
で
、
各
学
校
で
取
り
組
ん

だ
生
徒
会
活
動
の
成
果
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

　
研
修
会
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍

す
る
講
師
か
ら
の
講
義
を
受
け
た
り
、
グ
ル

ー
プ
討
議
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
、
他
校
の

生
徒
会
役
員
と
交
流
を
深
め
ま
す
。

　
そ
の
後
、
各
学
校
で
独
自
に
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
実
践
発
表
会
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
な
ど
を
使

っ
て
、
各
学
校
で
取
り
組
ん
で
き
た
改
革
や

課
題
解
決
の
具
体
的
な
事
例
な
ど
を
発
表
し

ま
す
。

　
ま
た
、
市
長
や
教
育
長
ら
と
ま
ち
づ
く
り

や
学
校
生
活
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
出

前
ト
ー
ク
「
市
長
と
語
る
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

　
自
分
た
ち
の
学
校
を
よ
く
し
て
い
く
た
め

に
自
分
た
ち
で
考
え
、
実
践
し
、
そ
の
成
果

を
公
の
場
で
発
表
す
る
、
こ
の
一
連
の
活
動

を
通
し
て
、
生
徒
た
ち
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
向
上
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
育

成
が
図
ら
れ
て
お
り
、
生
徒
た
ち
は
大
き
く

成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　　
市
内
６
中
学
校
の
新
生
徒
会
役
員
が
一
堂

に
集
ま
り
、
春
日
市
六
中
・
生
徒
会
サ
ミ
ッ

ト
研
修
会
を
通
し
て
交
流
を
深
め
ま
す
。

　「
生
徒
会
と
は
」、「
リ
ー
ダ
ー
論
」、「
思
い

や
り
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、講
義
を
受
け
た
り
、

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
り
し
ま
す
。

　
こ
の
研
修
会
に
お
い
て
、
今
後
、
各
学
校

で
取
り
組
む
活
動
に
つ
い
て
の
目
標
の
宣
言

を
行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
１
日
㈯

　 

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
　
春
日
東
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル

〜
支
え
よ
う

　輝
く
ひ
と
の

　夢
み
ら
い
〜

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
で
き
る
こ
と

　
全
て
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
し
、全
て
の
若
者
が
自
立・活
躍
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、家
庭
、学
校
、地
域
、行
政
、

企
業
な
ど
、社
会
全
体
が
子
ど
も
や
若
者
の
育
成
支
援
に
向
け
て
連
携・協
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　そ
う
し
た
連
携
協
力
の
一
例
と
し
て
、春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
市
が
共
同
で
行
っ
て
い
る
取
り
組
み
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議
と
は
　

春
日
市
六
中・生
徒
会
サ
ミ
ッ
ト

研
修
会
を
見
学
し
ま
せ
ん
か

問
い
合
わ
せ
先
　

地
域
教
育
課
こ
ど
も
共
育
担
当
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事
務
局
長
に
な
っ
て
12
年
が
経
過
し
ま

し
た
。

　
当
初
か
ら
、
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た

め
、
春
日
市
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
時
代

の
経
験
か
ら
学
校
に
目
を
向
け
、
生
徒
会

活
動
が
活
性
化
す
れ
ば
学
校
も
変
わ
る
と

考
え
、
平
成
21
年
に
「
春
日
市
六
中
・
生

徒
会
サ
ミ
ッ
ト
」
を
初
め
て
実
施
し
ま
し

た
。

　
10
回
目
を
迎
え
た
現
在
で
は
、
学
校
、

自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
春
日
市
な
ら
で

は
の
教
育
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
経
験
し
た
子
ど
も
た

ち
の
中
か
ら
、
司
会
者
や
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
六
中
サ
ミ
ッ
ト
を
支
援
し
て
く
れ
る

人
、
成
人
式
の
実
行
委
員
や
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
人
な
ど
が
た
く
さ
ん
誕
生
し
、
次
代
の

リ
ー
ダ
ー
が
確
実
に
育
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
た
ち
の
発
表
を
参
観
し
た

方
々
か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し

い
中
学
生
が
春
日
市
で
育
っ
て
い
る
ん

だ
」、「
将
来
が
楽
し
み
だ
」
と
い
う
声
が

届
い
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
学
校
生
活
を
よ
り
良
く

し
よ
う
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
大
人
た
ち
の

中
に
「
地
域
で
子
ど
も
や
若
者
を
支
え
て

い
こ
う
」
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
け

ば
と
思
い
ま
す
。

11
月
は
子
ど
も・若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

▲実践発表会で取り組みを発表する生徒会役員の皆さん

▲昨年の研修会

▲青少年健全育成講演会（「なぜ、少年院で
　人生が変わるのか？」武藤杜夫さん講演）

むとう もりお

春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

事
務
局
長

田
代 

英
幸 

た   

し
ろ

ひ
で 

ゆ
き

さ
ん

※

市
内
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
い
ま
す
。
取
り
組
み
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
人
や
企
業
な
ど
を
、

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
地
域
教
育
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
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め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
団

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
春
日
市
な
ら
で

は
の
教
育
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
経
験
し
た
子
ど
も
た

ち
の
中
か
ら
、
司
会
者
や
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
六
中
サ
ミ
ッ
ト
を
支
援
し
て
く
れ
る

人
、
成
人
式
の
実
行
委
員
や
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
人
な
ど
が
た
く
さ
ん
誕
生
し
、
次
代
の

リ
ー
ダ
ー
が
確
実
に
育
っ
て
い
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
生
徒
た
ち
の
発
表
を
参
観
し
た

方
々
か
ら
は
、「
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し

い
中
学
生
が
春
日
市
で
育
っ
て
い
る
ん

だ
」、「
将
来
が
楽
し
み
だ
」
と
い
う
声
が

届
い
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
学
校
生
活
を
よ
り
良
く

し
よ
う
と
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
大
人
た
ち
の

中
に
「
地
域
で
子
ど
も
や
若
者
を
支
え
て

い
こ
う
」
と
い
う
機
運
が
高
ま
っ
て
い
け

ば
と
思
い
ま
す
。

11
月
は
子
ど
も・若
者
育
成
支
援
強
調
月
間

▲実践発表会で取り組みを発表する生徒会役員の皆さん

▲昨年の研修会

▲青少年健全育成講演会（「なぜ、少年院で
　人生が変わるのか？」武藤杜夫さん講演）

むとう もりお

春
日
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議

事
務
局
長

田
代 

英
幸 

た   

し
ろ

ひ
で 

ゆ
き

さ
ん

※

市
内
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
い
ま
す
。
取
り
組
み
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
人
や
企
業
な
ど
を
、

　
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
地
域
教
育
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

インタビュー
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児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
窓
口

自
分
の
た
め
、子
ど
も
の
た
め
に
、す
ぐ
に
相
談
を

自
分
の
た
め
、子
ど
も
の
た
め
に
、す
ぐ
に
相
談
を

Ｄ
Ｖ
と
虐
待
〜
巻
き
込
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
〜

　
11
月
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
失
く
す
運
動
」期
間（
12
日
〜
25
日
）と「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」で
す
。

　
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）は
、夫
婦
間
の
問
題
だ
け
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
は
密
接
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、子
ど
も
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

加
え
ら
れ
る
身
体
的
・
心
理
的
・
経
済
的
・

性
的
な
暴
力
の
こ
と
で
す
。

▽
夫
が
帰
っ
て
く
る
時
間
に
な
る
と
、
今
日

の
機
嫌
は
ど
う
だ
ろ
う
と
心
配
に
な
り
、

緊
張
す
る

▽
文
句
を
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
い

つ
も
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る

▽
夫
の
出
す
物
音
に
恐
怖
を
感
じ
る

　
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
の
は
、Ｄ
Ｖ
を

受
け
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。

　「
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
」

（
内
閣
府
、
平
成
29
年
公
表
）
で
は
、
女
性
の

約
３
人
に
１
人
、
男
性
の
約
５
人
に
１
人
が
、

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
経
験
が
あ
る
」

と
回
答
し
、
女
性
の
約
７
人
に
１
人
は
、
何

度
も
受
け
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
配
偶
者
か
ら
被
害
を
受
け
た
と
き
、
別
れ

た
い
と
思
っ
た
が
別
れ
な
か
っ
た
と
回
答
し

た
人
は
、
男
性
よ
り
女
性
が
多
い
と
い
う
結

果
で
し
た
（
グ
ラ
フ
①
参
照
）。
ま
た
、
別
れ

な
か
っ
た
理
由
は
、「
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え

た
か
ら
」
と
い
う
回
答
が
男
女
と
も
に
多
い

回
答
で
し
た
（
グ
ラ
フ
②
参
照
）。

　
し
か
し
、Ｄ
Ｖ
が
日
常
的
に
起
こ
る
環
境
で

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
、
果
た
し
て
子
ど

も
の
た
め
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　

　　
近
年
、
子
ど
も
の
前
で
配
偶
者
な
ど
に
暴

力
を
ふ
る
う
と
い
っ
た
、
面
前
Ｄ
Ｖ
が
急
増

し
て
い
る
と
警
察
庁
が
発
表
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
の
目
撃
に
よ
る
心
理
的
被
害

　
母
親
が
父
親
か
ら
身
体
的
、
心
理
的
暴
力

を
受
け
る
の
を
日
常
的
に
目
に
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
発
達
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
た
と
え
ば
、
頭
痛
、
腹
痛
、
夜
泣
き
、

夜
尿
、
夜
中
に
飛
び
起
き
て
叫
び
声
を
上
げ

る
、
う
つ
症
状
、
情
緒
不
安
定
、
無
気
力
、

無
感
動
、
親
へ
の
憎
悪
な
ど
で
す
。
ま
た
、

不
登
校
や
他
の
子
へ
の
い
じ
め
、
落
ち
着
き

の
な
さ
、
自
傷
行
為
、
摂
食
障
害
と
い
っ
た

問
題
行
動
の
背
景
に
、
親
の
Ｄ
Ｖ
が
あ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
男
の
子
は
父
親
を
、
女
の
子
は

母
親
を
、
一
番
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
具

体
的
な
行
動
や
考
え
方
の
模
範
と
な
る
人
物
）

と
し
て
成
長
す
る
の
で
、
男
の
子
は
Ｄ
Ｖ
加

害
者
に
、
女
の
子
は
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
な
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
加
害
者
か
ら
子
ど
も
へ
の
暴
力

　
東
京
都
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
妻
に
暴
力

を
ふ
る
う
人
の
64%

が
子
ど
も
に
も
暴
力
を

ふ
る
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
か
ら
子
ど
も
へ
の
暴
力

　
Ｄ
Ｖ
被
害
の
経
験
者
で
、
子
ど
も
へ
の
虐

待
経
験
が
あ
る
と
回
答
し
た
人
は
78
%
に

上
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
支
配
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
中
で
、
無
力
感
や
恐
怖
感
か
ら

夫
の
命
令
の
ま
ま
に
子
ど
も
へ
の
虐
待
に
加

担
す
る
場
合
や
、
Ｄ
Ｖ
被
害
に
よ
っ
て
発
生

し
た
心
身
の
不
調
か
ら
、
子
ど
も
の
世
話
を

十
分
に
で
き
な
く
な
り
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児

放
棄
）
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

　
Ｄ
Ｖ
の
本
質
は
「
支
配
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

で
す
。
被
害
者
は
力
を
奪
わ
れ
無
力
に
な
り
、

服
従
を
強
い
ら
れ
、
結
果
と
し
て
自
立
す
る

力
を
奪
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
行
動
で
き

て
い
な
い
の
は
、
あ
な
た
の
せ
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
後
ど
う
行
動
す
る
か
は
、
自

分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
分
の
た
め
に
、
子
ど
も
の
た
め
に
、
一

歩
、
踏
み
出
す
勇
気
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
▽
月
・
水
〜
金
曜
日
：
正
午
〜
午
後
７
時

　
▽
土
曜
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
　

　
☎
（
５
１
３
）
７
３
３
５

○
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
相
談
電
話

　
▽
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除

く
）
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分

　
☎
（
５
８
４
）
０
０
５
２
　

　　
▽
月
〜
金
曜
日
：
午
後
５
時
〜
午
前
０
時

　
▽
土
・
日
曜
日
、
祝
日
：
午
前
９
時
〜
午

前
０
時

　
☎
（
６
６
３
）
８
７
２
４

○
県
あ
す
ば
る
女
性
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
▽
月
〜
日
曜
日
（
盆
、
年
末
年
始
を
除

く
）
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　※

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
は
午
後
６
時

〜
８
時
30
分
も
開
設
し
ま
す
。

　
☎
（
５
８
４
）
１
２
６
６

○
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
年
末
年
始
・

祝
日
を
除
く
）

　
▽
月
〜
金
曜
日
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
　

　
☎
（
５
８
４
）
１
２
０
２

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　※

近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
福
岡
児
童
相
談
所

　
☎
（
５
８
６
）
０
０
２
３

○
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
担
当

　
☎
（
５
８
４
）
１
０
１
０

※

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
　

　

配偶者から被害を受けたときの行動（グラフ①）

女性
（427人）

男性
（223人）

0 20 40 60 80 100

12.6 44.5 26.7 16.2

46.2 25.17.2 21.5

相手と
別れた

別れたいと思ったが、
別れなかった

別れたいとは
思わなかった 無回答

配偶者と別れなかった理由（グラフ②）

※複数回答で上位５項目のグラフです。

66.8

（％）

（％）

女性 男性

60.4
48.9

16.7
17.9

33.3
19.5
22.9

8.9
33.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Ｄ
Ｖ
と
は
？

Ｄ
Ｖ
被
害
の
実
態

Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る

サ
イ
ン
か
も

Ｄ
Ｖ
が
子
ど
も
に
与
え
る

影
響

子
ど
も
を
救
う
た
め
に
も
、

一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を

問
い
合
わ
せ
先
　

人
権
市
民
相
談
課

人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎
（
５
８
４
）
１
２
０
１

F
（
５
８
４
）
１
１
８
１

子どもがいる（妊娠
した）から、子ども
のことを考えたから
経済的な不安が
あったから

世間体が悪いと
思ったから
相手が変わってくれ
るかもしれないと思
ったから
相手には自分が
必要だと思ったから

女性に対する暴力
根絶のための
シンボルマーク
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児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
窓
口

Ｄ
Ｖ
に
関
す
る
相
談
窓
口

自
分
の
た
め
、子
ど
も
の
た
め
に
、す
ぐ
に
相
談
を

自
分
の
た
め
、子
ど
も
の
た
め
に
、す
ぐ
に
相
談
を

Ｄ
Ｖ
と
虐
待
〜
巻
き
込
ま
れ
る
子
ど
も
た
ち
〜

　
11
月
は
、「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
失
く
す
運
動
」期
間（
12
日
〜
25
日
）と「
児
童
虐
待
防
止
月
間
」で
す
。

　
Ｄ
Ｖ（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）は
、夫
婦
間
の
問
題
だ
け
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、Ｄ
Ｖ
と
児
童
虐
待
は
密
接
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、子
ど
も
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

加
え
ら
れ
る
身
体
的
・
心
理
的
・
経
済
的
・

性
的
な
暴
力
の
こ
と
で
す
。

▽
夫
が
帰
っ
て
く
る
時
間
に
な
る
と
、
今
日

の
機
嫌
は
ど
う
だ
ろ
う
と
心
配
に
な
り
、

緊
張
す
る

▽
文
句
を
言
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
い

つ
も
ビ
ク
ビ
ク
し
て
い
る

▽
夫
の
出
す
物
音
に
恐
怖
を
感
じ
る

　
こ
の
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
の
は
、Ｄ
Ｖ
を

受
け
て
い
る
サ
イ
ン
で
す
。

　「
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
」

（
内
閣
府
、
平
成
29
年
公
表
）
で
は
、
女
性
の

約
３
人
に
１
人
、
男
性
の
約
５
人
に
１
人
が
、

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
被
害
経
験
が
あ
る
」

と
回
答
し
、
女
性
の
約
７
人
に
１
人
は
、
何

度
も
受
け
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　
配
偶
者
か
ら
被
害
を
受
け
た
と
き
、
別
れ

た
い
と
思
っ
た
が
別
れ
な
か
っ
た
と
回
答
し

た
人
は
、
男
性
よ
り
女
性
が
多
い
と
い
う
結

果
で
し
た
（
グ
ラ
フ
①
参
照
）。
ま
た
、
別
れ

な
か
っ
た
理
由
は
、「
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え

た
か
ら
」
と
い
う
回
答
が
男
女
と
も
に
多
い

回
答
で
し
た
（
グ
ラ
フ
②
参
照
）。

　
し
か
し
、Ｄ
Ｖ
が
日
常
的
に
起
こ
る
環
境
で

子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
が
、
果
た
し
て
子
ど

も
の
た
め
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
　

　　
近
年
、
子
ど
も
の
前
で
配
偶
者
な
ど
に
暴

力
を
ふ
る
う
と
い
っ
た
、
面
前
Ｄ
Ｖ
が
急
増

し
て
い
る
と
警
察
庁
が
発
表
し
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
の
目
撃
に
よ
る
心
理
的
被
害

　
母
親
が
父
親
か
ら
身
体
的
、
心
理
的
暴
力

を
受
け
る
の
を
日
常
的
に
目
に
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
の
発
達
に
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

す
。
た
と
え
ば
、
頭
痛
、
腹
痛
、
夜
泣
き
、

夜
尿
、
夜
中
に
飛
び
起
き
て
叫
び
声
を
上
げ

る
、
う
つ
症
状
、
情
緒
不
安
定
、
無
気
力
、

無
感
動
、
親
へ
の
憎
悪
な
ど
で
す
。
ま
た
、

不
登
校
や
他
の
子
へ
の
い
じ
め
、
落
ち
着
き

の
な
さ
、
自
傷
行
為
、
摂
食
障
害
と
い
っ
た

問
題
行
動
の
背
景
に
、
親
の
Ｄ
Ｖ
が
あ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て
、
男
の
子
は
父
親
を
、
女
の
子
は

母
親
を
、
一
番
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
具

体
的
な
行
動
や
考
え
方
の
模
範
と
な
る
人
物
）

と
し
て
成
長
す
る
の
で
、
男
の
子
は
Ｄ
Ｖ
加

害
者
に
、
女
の
子
は
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
な
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
加
害
者
か
ら
子
ど
も
へ
の
暴
力

　
東
京
都
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
妻
に
暴
力

を
ふ
る
う
人
の
64%

が
子
ど
も
に
も
暴
力
を

ふ
る
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
か
ら
子
ど
も
へ
の
暴
力

　
Ｄ
Ｖ
被
害
の
経
験
者
で
、
子
ど
も
へ
の
虐

待
経
験
が
あ
る
と
回
答
し
た
人
は
78
%
に

上
っ
て
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
に
よ
る
支
配
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
の
中
で
、
無
力
感
や
恐
怖
感
か
ら

夫
の
命
令
の
ま
ま
に
子
ど
も
へ
の
虐
待
に
加

担
す
る
場
合
や
、
Ｄ
Ｖ
被
害
に
よ
っ
て
発
生

し
た
心
身
の
不
調
か
ら
、
子
ど
も
の
世
話
を

十
分
に
で
き
な
く
な
り
ネ
グ
レ
ク
ト
（
育
児

放
棄
）
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

　
Ｄ
Ｖ
の
本
質
は
「
支
配
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

で
す
。
被
害
者
は
力
を
奪
わ
れ
無
力
に
な
り
、

服
従
を
強
い
ら
れ
、
結
果
と
し
て
自
立
す
る

力
を
奪
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
、
今
行
動
で
き

て
い
な
い
の
は
、
あ
な
た
の
せ
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
今
後
ど
う
行
動
す
る
か
は
、
自

分
で
決
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
自
分
の
た
め
に
、
子
ど
も
の
た
め
に
、
一

歩
、
踏
み
出
す
勇
気
を
持
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

○
ち
く
し
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
▽
月
・
水
〜
金
曜
日
：
正
午
〜
午
後
７
時

　
▽
土
曜
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
　

　
☎
（
５
１
３
）
７
３
３
５

○
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
相
談
電
話

　
▽
月
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
・
祝
日
を
除

く
）
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分

　
☎
（
５
８
４
）
０
０
５
２
　

　　
▽
月
〜
金
曜
日
：
午
後
５
時
〜
午
前
０
時

　
▽
土
・
日
曜
日
、
祝
日
：
午
前
９
時
〜
午

前
０
時

　
☎
（
６
６
３
）
８
７
２
４

○
県
あ
す
ば
る
女
性
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
▽
月
〜
日
曜
日
（
盆
、
年
末
年
始
を
除

く
）
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　※

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
は
午
後
６
時

〜
８
時
30
分
も
開
設
し
ま
す
。

　
☎
（
５
８
４
）
１
２
６
６

○
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
年
末
年
始
・

祝
日
を
除
く
）

　
▽
月
〜
金
曜
日
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
　

　
☎
（
５
８
４
）
１
２
０
２

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

　※

近
く
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

○
福
岡
児
童
相
談
所

　
☎
（
５
８
６
）
０
０
２
３

○
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
担
当

　
☎
（
５
８
４
）
１
０
１
０

※

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。
　

　

配偶者から被害を受けたときの行動（グラフ①）

女性
（427人）

男性
（223人）

0 20 40 60 80 100

12.6 44.5 26.7 16.2

46.2 25.17.2 21.5

相手と
別れた

別れたいと思ったが、
別れなかった

別れたいとは
思わなかった 無回答

配偶者と別れなかった理由（グラフ②）

※複数回答で上位５項目のグラフです。

66.8

（％）

（％）

女性 男性

60.4
48.9

16.7
17.9

33.3
19.5
22.9

8.9
33.3

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

Ｄ
Ｖ
と
は
？

Ｄ
Ｖ
被
害
の
実
態

Ｄ
Ｖ
を
受
け
て
い
る

サ
イ
ン
か
も

Ｄ
Ｖ
が
子
ど
も
に
与
え
る

影
響

子
ど
も
を
救
う
た
め
に
も
、

一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を

問
い
合
わ
せ
先
　

人
権
市
民
相
談
課

人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎
（
５
８
４
）
１
２
０
１

F
（
５
８
４
）
１
１
８
１

子どもがいる（妊娠
した）から、子ども
のことを考えたから
経済的な不安が
あったから

世間体が悪いと
思ったから
相手が変わってくれ
るかもしれないと思
ったから
相手には自分が
必要だと思ったから

女性に対する暴力
根絶のための
シンボルマーク

05 市報かすが ｜ 平成30年11月15日
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問い合わせ先  福祉支援課障がい担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1154
障がい者スポーツ大会の問い合わせ先　市身体障害者福祉協会
☎️（581）7225　F（581）7258

市内でさまざまな催しを行います
12月3日〜9日は｢障害者週間｣

　昭和50年12月９日、国連総会で「障害者の権利宣言」
が採択され、日本では12月３日〜９日を｢障害者週間｣と
しています。
　この週間では、障がい者福祉への関心と理解を深め、
障がい者が社会、経済、文化など、あらゆる分野の活動
に積極的に参加する意欲を高めるための活動を行って
います。

〇街頭啓発（リーフレットと啓発物品の配布）
　日時　12月3日㈪
　　午前7時30分〜8時（予定）
　場所　西鉄春日原駅、ＪＲ春日駅・大野城駅

〇学ぼう ！ 防災運動会
　　障がいのある人もない人も、楽しく参加できる運動

会形式の防災訓練です。啓発ビデオ上映の後、チーム
で助け合いながら競う簡単な競技と、交流のためのダ
ンスを行います。

　日時　12月８日㈯
　　午後１時30分〜４時30分（開場：午後１時）
　場所　総合スポーツセンターサブアリーナ
　定員　80人（申込先着順）

　申込方法　ファックス、郵送、窓口のいずれかで申込
書を提出する　

　※申込書は福祉支援課に置いています。
　※手話通訳者と要約筆記者を配置します。
　※一人で競技に参加することが難しい人は、できる限

り支援者の同伴をお願いします。

〇障がい者スポーツ大会（市身体障害者福祉協会主催）
　　スポーツ少年団の子どもたちと身体障がいのある

人が参加するグラウンド・ゴルフ大会を行います。
　日時　12月９日㈰
　　午前９時30分〜午後１時（予定）
　場所　総合スポーツセンターグラウンド

問い合わせ先  こども未来課母子児童担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1115

利用しませんか
ひとり親家庭等日常生活支援事業

　母子・父子家庭の人や寡婦を対象に、ひとり親家庭
等日常生活支援事業を実施しています。
　この事業は、技能習得のための通学や疾病などで、
生活援助や子育て支援が必要なときに支援員を派遣し
て、子どもの身の回りの世話や保育をするものです。
利用するには、事前に登録と利用申請が必要です。な
お、所得に応じて負担金が必要です。

利用回数（上限）　月に5日程度

利用時間　1時間を基本単位とし、原則として月に10
時間程度

利用者負担金（1時間当たり）
○生活援助（利用者の居宅における支援の場合）
　 ▽生活保護世帯または市町村民税非課税世帯：無料
　 ▽児童扶養手当支給水準の世帯：150円
　 ▽前記以外の世帯：300円
○子育て支援（利用者の居宅以外での支援）
　 ▽生活保護世帯または市町村民税非課税世帯：無料　
　 ▽児童扶養手当支給水準の世帯：70円　
　 ▽前記以外の世帯：150円

▲防災運動会で非常食準備競争を行う参加者
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問い合わせ先  市民課市民窓口担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1141

平成31年2月1日㈮から証明書コンビニ交付サービス開始（予定）
利用にはマイナンバーカードが必要です

問い合わせ先  

▽高齢課指定指導担当
☎️（584）1111㈹　F（584）3090

▽都市計画課公園担当
☎️（584）1111㈹　F（584）1143

住民説明会を開催します
高齢者福祉施設・公園の整備について

　マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニエン
スストアなどのマルチコピー機で、各種証明書が取得
できるようになります。
　土・日曜日、祝日、早朝・夜間、市外でも利用でき
る便利なサービスです。

利用時間　午前６時30分〜午後11時
※年末年始（12月29日〜１月３日）と保守点検日（不定

期）は利用できません。
利用できる店舗　セブンイレブン、ファミリーマート、

ローソン、ミニストップ、イオンなど（マルチコピー
機設置店のみ）

利用に必要なもの　マイナンバーカード、利用者証明
用電子証明書の暗証番号（数字４桁）

取得できる証明書と手数料　別表参照

○マイナンバーカードを申請しましょう
　　コンビニ交付サービスを利用するには、マイナン

バーカードが必要です。
　　郵送、パソコン、スマートフォン、まちなかの証明

写真機などで申請することができます（写真添付が必
要）。

　※カードの交付手数料は、初回のみ無料です。申請
から受け取りまでに約１カ月かかりますので、早め
に申請してください。

　市有地を活用し、高齢者福祉施設・公園の整備を予
定しています。これにあたり、近隣住民説明会を開催
します。申し込みは不要です。

対象　白水ヶ丘地区、天神山地区に居住または勤務する人

　※詳しくは、マイナンバー総合サイト（https://
www.kojinbango-card.go.jp/kofushinse/
index.html/）を見てください。

○市役所の証明写真機で、直接申請ができます
　　市役所１階市民ホールに、マイナンバーカードの

直接申請ができる証明写真機を設置しています。
　利用時間　午前8時30分〜午後５時（開庁日のみ）
　利用料金　400円

日程　11月24日㈯
時間・場所　

▽午前10時〜：天神山小学校多目的ホール

▽午後７時〜：白水ヶ丘地区公民館
※２回とも同じ内容で、１時間程度を予定しています。
内容　事業目的、スケジュールなど

▽事業用地：旧ウト口
ぐち

中池緑地用地（白水ヶ丘１丁目）

▽用途：高齢者福祉施設（地域密着型特別養護老人ホ
ーム、小規模多機能型居宅介護事業所（各１カ所））、
白水ヶ丘東公園

【別表】取得できる証明書と手数料

証明書の種類 手数料 備考

住民票の写し 250円

市に住民登録がある本人または
同一世帯の人の現在の住民票
※本籍、続柄の記載の有無を選択

できます。
※住民票コードや個人番号は記

載できません。

印鑑登録証明書 250円 市に印鑑登録している本人の証
明書

戸籍全部・
個人事項証明書

（戸籍謄本・抄本）
400円

市に本籍がある本人または同一
戸籍の人の現在の謄本（抄本）
※除籍や改製原戸籍は取得でき

ません。
※住所が市外の人は、事前にマル

チコピー機かパソコンで利用登
録申請が必要です。登録完了ま
で1週間程度かかります。

戸籍の附票の写し 250円

所得証明書・所得
課税証明書 250円

市に住民登録がある本人の最新
年度の証明書
※市で課税対象になっている人に

限ります。
※毎年6月10日に年度が切り替わ

ります。

※窓口よりも手数料が50円安くなっています。
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市スポーツフェスタ

自治会交流種目で大盛り上がり

スタントマンが事故を再現

春日高校ちゃりんこ安全プロジェクト

出前トーク「市長と語る」

650回を迎えました

大人も子どもも楽しんだ

春日奴国あんどん祭り・春日市商工展

　10月8日、総合スポーツセンターなどで、春日
市スポーツフェスタが行われました。
　この日は、自治会交流種目として、ビーチボール、
グラウンド・ゴルフ、ゲートボール、綱引きの４種
目を実施。
　自治会ごとにそろいのＴシャツを着るなど、大人
も子どもも、一致団結。競技も応援も、大いに盛
り上がりました。

　10月17日、高校生の自転車運転の交通マナー
や安全意識の向上のため、春日高校１、２年生を対
象に「ちゃりんこ安全プロジェクト」が行われました。
　スタントマンが、運転中の携帯電話やヘッドホン
の使用、傘差しなど違反行為の実演や、車と自転
車の衝突事故の再現を行いました。生徒たちは、
交通事故の危険性を間近で感じ、交通ルールを再
確認するきっかけになりました。

　平成13年から始まった出前トーク「市長と語る」。
市長をはじめとする市の幹部職員が、毎年、市内
全地区公民館を訪問し、地域住民の皆さんとまち
づくりについての意見交換を行っています。
　開始から18年目となる今年の9月28日、大和町
地区の開催において、実施回数が650回となりま
した。今後も、市民の皆さんから寄せられる意見
や提案に耳を傾け、市政運営に生かしていきます。

　県営春日公園で、10月13日・14日に、春日奴
国あんどん祭りが行われました。日暮れとともに、
園内に多数設置されたあんどんに美しい灯りがとも
り、訪れた人を魅了しました。
　また、10月14日には春日市商工展も開催。市
商工会員が持つ技術や自慢の商品の紹介、飲食バ
ザー、ステージイベントなど盛りだくさん。2日間
で延べ7万5,000人の来場者でにぎわいました。

▲ビーチボール大会の様子

▲スタントマンによる衝突事故の再現

▲市の行政について説明する井
いの

上
うえ

市長

▲カスケード広場（噴水前）で行われた市民ライブ
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さまざまな大会で大活躍

輝く子どもたち

　今年４月以降に、さまざまな大会で輝かしい成績
（おおむね九州大会３位以上）を収めた市内の小中
学生を紹介します（敬称略）。

春日西小

▽森
も り

　七
な な

海
み

（５年）：女子総合選手権（ドッジボール）
全国大会出場

春日南小

▽白
し ら

井
い

優
ゆ り な

里奈（６年）・白
し ら

井
い

瑛
え み り

美理（３年）：第42回ピ
ティナ・ピアノコンペティション全国決勝大会（速
弾初級Ｃ部門）　ベスト賞（ベスト14）

　　　　

▽原
は ら

田
だ

　匠
たくみ

（６年）：第18回全日本チアダンス選手権
大会九州予選大会（HipHop部門中学生編成）第１
位

▽田
た

村
む ら

隆
りゅう

之
の

介
す け

（４年）：オムロンカップ（ハンドボール・
九州大会に相当）優勝

▽金
か ね

田
だ

有
ゆ き の

季乃（３年）：全農杯平成30年度全日本卓
球選手権大会（ホープス･カブ・バンビの部）出場、
ロート製薬杯第36回全国ホープス卓球大会出場

　　　　　　　　

▽一
い ち

世
せ

拓
た く ろ う

朗（６年）、後
ご

藤
と う

一
か ず

真
ま

（６年）、田
た

中
な か

　仁
じ ん

（６年）、
大
お お つ ぼ

坪　心
し ん

（５年）、立
た ち か わ こ う だ い

川皓大（５年）、田
た

中
な か

梁
りょう

凱
が

（６年）：
全国道場少年剣道大会全国大会出場

日の出小

▽飛
ひ だ

田琴
こ と

菜
な

（４年）：ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
全日本ジュニアテコンドー選手権大会準優勝

天神山小

▽石
い し か わ

川涼
りょう

太
た

（５年）：公益財団法人日本民謡協会民謡
民舞少年少女全国大会（小学４・５・６年生の部）
優秀賞、第36回佐賀タンス長持唄全国大会（少
年少女の部）優秀賞、第53回産経民謡大賞（少年
少女の部）優秀賞

▽上
う え

田
だ

大
た い

雅
が

（５年）：第38回日本空手協会橋口忍杯
空手道大会（組手の部小学５年生男子）　第３位

▽江
え

原
は ら

弘
こ う

太
た

郎
ろ う

（４年）：空手界の明日のジョーをさがせ！
２０１８第４回九州地区大会（小学校４年生男子の
部）優勝

▽江
え

藤
と う

朱
あ か り

里（４年）・松
ま つ な が

永花
か

音
の ん

（４年）：第18回全日本
チアダンス選手権大会九州予選大会（Hip Hop部
門中学生編成）　第１位

春日東中

▽ソフトボール部：第45回女子九州中学校ソフトボ
ール競技大会第３位

▽元
も と

木
き

紅
こ の は

葉（３年）：第40回九州中学校陸上選手権
大会（女子８００ｍ）準優勝・（女子１,５００ｍ）第５位

春日野中

▽城
し ろ や ま ひ で つ ぐ

山秀胤（３年）：第40回九州中学校陸上競技大会
（男子８００ｍ）第３位

▽三
み

村
む ら

はるな（２年）：第46回九州中学校水泳競技
大会（１００ｍ背泳ぎ）優勝・（２００ｍ背泳ぎ）優勝

▽熊
く ま が わ

川菜
な ほ

穂（２年）：第46回九州中学校水泳競技大会
（１００ｍ平泳ぎ）第２位

白井優里奈（右）、白井瑛美理（左）

金田有季乃

飛田琴菜（右）

春日東中の皆さん



情報ひろば春日市役所　☎584-1111㈹
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp/

☎電話番号　Fファックス番号　　メールアドレス ウェブサイトアドレス

10市報かすが ｜ 平成30年11月15日

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
と
き

は
相
談
を

　
福
岡
県
警
察
は
、
犯
罪
被
害
に

遭
っ
た
人
の
心
の
ケ
ア
を
行
う
専

用
の
相
談
窓
口
、
犯
罪
被
害
相
談

「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ
ン
」を
開

設
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
臨
床
心
理
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
相
談
は
匿
名
で
も
受

け
ら
れ
ま
す
。「
話
せ
る
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い
」、「
な
か
な
か

言
葉
に
で
き
な
い
気
が
す
る
」と

思
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
話
を
聞
き

ま
す
の
で
、
１
人
で
悩
ま
ず
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

○
福
岡
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害
者

相
談「
心
の
リ
リ
ー
フ
・
ラ
イ

ン
」

　
相
談
日　
月
〜
金
曜
日（
祝
日・

年
末
年
始
を
除
く
）

　
相
談
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
45
分

　
相
談
先
電
話
番
号

　
☎（
６
３
２
）７
８
３
０

問
い
合
わ
せ
先
　
春
日
警
察
署
安

全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎（
５
８
０
）０
１
１
０

問
題
解
決
へ
の
道
筋
は
見
え
て
い
な

い
状
況
で
す
。

　
被
害
者
の
早
期
帰
国
や
問
題
の
解

決
の
た
め
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
関

心
を
持
ち
、
認
識
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時　
12
月
１
日
㈯

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分（
開

場
：
午
後
１
時
）

場
所　
ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た
大
ホ

ー
ル（
直
方
市
山
部
３
６
４
－
４
）

内
容

▽
講
演「
北
朝
鮮
！
私
の
姉
を
帰
せ

　
！
」

　
講
師　
横よ

こ

田た

拓た
く

也や

さ
ん（
北
朝
鮮

に
よ
る
拉
致
被
害
者
家
族
連
絡

会
事
務
局
長
、
拉
致
被
害
者　

横
田
め
ぐ
み
さ
ん
の
弟
）

▽
上
映「
拉
致
被
害
者
御
家
族
メ
ッ

セ
ー
ジ
〜
必
ず
取
り
戻
す
！
愛
す

る
家
族
へ
〜
」

申
込
方
法　
参
加
申
込
書
を
フ
ァ
ッ

ク
ス
で
送
る

※
申
込
書
は
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（http://w
w

w
.pref.fukuok 

a.lg.jp/contents/kitach 
osen-shukan30.htm

l

）
か
ら

入
手
で
き
ま
す
。

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
保
護
・

援
護
課

☎（
６
４
３
）３
３
０
１

F（
６
４
３
）３
３
０
6

み
ん
な
で
見
よ
う

ふ
た
ご
座
流
星
群
観
望
会（
無
料
）

白
水
大
池
公
園
星
の
館

　
ふ
た
ご
座
流
星
群
は
、
年
に
一
度
、

こ
の
時
期
に
し
か
見
ら
れ
な
い
天
文

現
象
で
す
。
１
月
の
し
ぶ
ん
ぎ
座
流

星
群
と
８
月
の
ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星

群
と
並
ん
で
三
大
流
星
群
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
が
、
高
校

生
以
下
は
保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
。

日
時　
12
月
14
日
㈮

　
午
後
９
時
〜
11
時

※
悪
天
候
の
場
合
、
中
止
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
白
水
大
池
公
園
星
の
館

定
員　
50
人（
申
込
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

※
結
果
は
、
締
め
切
り
後
に
通
知
し

ま
す
。

申
込
方
法　
11
月
28
日
㈬（
必
着
）ま

で
に
、
往
復
は
が
き
の
往
信
面
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス（
任
意
）、「
流

星
群
観
望
会
参
加
希
望
」と
記
入

し
、
返
信
面
に
住
所
、
氏
名
を
記

入
し
て
送
る

※
複
数
人（
家
族
な
ど
）で
申
し
込
む

場
合
は
、
参
加
す
る
人
全
員
の
氏

名
、
年
齢
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
先　
地
域
教
育
課
社
会
教
育
・

読
書
推
進
担
当（
〒
816
－
０
８
３

　
１
大
谷
６
－
24
）

問
い
合
わ
せ
先　
白
水
大
池
公
園
星

の
館

☎（
５
５
８
）９
０
９
９

F（
５
５
８
）９
０
２
３

starpalace@
skyblue.ocn.

ne.jp

た
の
し
み
隊

子
ど
も
た
ち
に
夢
を

サ
ン
タ
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
届
け
ま
す

　
「
た
の
し
み
隊
」は
、
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

で
す
。

　
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮ふ

ん

し
て
、
事

前
に
各
家
庭
か
ら
預
か
っ
た
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
時
期
に
合

わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
に
届
け
ま
す
。

　
費
用
は
掛
か
り
ま
せ
ん
。

対
象　
未
就
学
児
が
１
人
で
も
い
る

家
庭（
き
ょ
う
だ
い
児
も
対
応
可
）

訪
問
日
時　
12
月
23
日
㈰
・
㈷

　
午
後
６
時
～
８
時

定
員　
30
世
帯（
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈮（
必
着
）ま

で
に
、
往
復
は
が
き
か
Ｅ
メ
ー
ル

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
子

ど
も
全
員
の
名
前
、
年
齢
を
書
い

て
送
る

※
当
選
世
帯
に
は
連
絡
後
、
自
宅
に

説
明
に
行
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
た
の
し
み

隊「
Ｃ
Ｏカ

ムＭ
Ｅ 

Ｉイ

ンＮ 

Ｓサ

ン

タ

Ａ
Ｎ
Ｔ

Ａ
」（
〒
816
－
０
８
５
１
昇
町
３
－

１
０
１
か
す
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
内
）

☎（
５
０
１
）１
１
３
６

F（
５
８
１
）７
２
５
８

tanoshim
itaikasugacity@

gm
ail.com

12
月
10
日
〜
16
日

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

拉
致
問
題
を
考
え
る
み
ん
な
の
集
い（
無
料
）

　
北
朝
鮮
か
ら
、
５
人
の
拉
致
被
害

者
が
帰
国
し
て
15
年
以
上
が
経
過
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
に
多
く

の
拉
致
被
害
者
の
消
息
は
つ
か
め
ず
、

イ
ベ
ン
ト  Event
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大切な地球を守るために

問い合わせ先  環境課環境保全担当
☎（584）1111㈹   F（584）1147

エコドライブ推進月間

　11月はエコドライブ推進月間
です。紅葉狩りや温泉巡りなど、
車で出掛ける機会が増えてきま
す。今回は家計や地球に優しく、
安全面にも配慮した運転、「エコ
ドライブ10のすすめ」を紹介しま
す。

①ふんわりアクセル「ｅスタート」
　発進するときは緩やかにアクセ

ルを踏む
②車間距離にゆとりをもって、加

速・減速の少ない運転を行う
③減速時は早めにアクセルを離

す
　※エンジンブレーキが作動し、

２％程度燃費が改善します。
④エアコンを適切に使用する
　暖房の場合は、エアコンのス

イッチをオフにする
⑤無駄なアイドリングはやめる
⑥渋滞を避け、余裕をもって出

発する
⑦タイヤの空気圧を点検・整備

する
　※タイヤの空気圧が適正値よ

り不足すると、燃費が悪化
します。

⑧不要な荷物は降ろす　
⑨走行の妨げとなる駐車はやめ

る
⑩自分の車の燃費を把握する
　※日々の燃費を把握すると自

分のエコドライブ効果が実
感できます。

 http://www.ecodrive.jp/
　（参照：エコドライブ普及推進

協議会）

わ
く
わ
く
歴
史
体
験

お
正
月
に
飾
ろ
う

し
め
飾
り
づ
く
り（
無
料
）

　
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　
12
月
15
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場
所　
奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館

定
員  

30
人（
応
募
締
め
切
り
後
抽

選
し
、
12
月
５
日
㈬
に
当
選
者
の

み
に
連
絡
）

持
っ
て
く
る
も
の　
は
さ
み

申
込
方
法　
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
、

直
接
窓
口
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
伝
え

る
※
申
し
込
み
は
、
参
加
者
本
人
か
、

そ
の
家
族
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
同
資
料
館

☎（
５
０
１
）１
１
４
４

学
持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
の
決

断
科
学
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）　

定
員　
30
人（
空
き
が
あ
れ
ば
当
日

参
加
も
可
）　

申
込
方
法　
11
月
19
日
㈪
〜
30
日
㈮

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
託
児
の
有
無

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

11
月
は

糖
尿
病
予
防
月
間

高
血
糖
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　
高
血
糖
と
は
、
慢
性
的
に
血
液
中

F（
５
７
３
）１
０
７
７

nako
ku@

city.kasuga.
fukuoka.jp

子
ど
も
も
大
人
も
食
事
で
変
わ
る

食
の
ス
タ
イ
ル
を
見
直
そ
う

食
育
講
演
会（
無
料
）

　
託
児（
生
後
３
カ
月
以
上
で
首
が

座
っ
た
乳
幼
児
、
無
料
、
先
着
10
人

（
要
申
し
込
み
））も
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
人

日
時　
12
月
14
日
㈮

　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
３
階
視
聴

覚
室

講
師　
比ひ

ら良
松ま

つ
み
ち
か
ず

道
一
さ
ん（
九
州
大

に
ブ
ド
ウ
糖（
糖
）が
増
え
す
ぎ
た
状

態
を
い
い
ま
す
。
高
血
糖
の
状
態
が

続
く
と
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
十
分
に
働

か
な
く
な
っ
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の

分
泌
量
が
減
っ
た
り
し
て
、
ま
す
ま

す
血
液
中
に
糖
が
増
え
ま
す
。
こ
う

し
て
発
症
す
る
の
が
、
糖
尿
病
で
す
。

　
糖
尿
病
は
、
腎
臓
や
目
の
合
併
症

だ
け
で
な
く
、
要
介
護
の
原
因
と
な

る
疾
患
に
も
関
連
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
動
脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
、
高

血
圧
や
脂
質
異
常
症
な
ど
の
発
症
や

重
症
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

○
糖
尿
病
を
予
防
す
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト

　
▽
食
事
は
よ
く
か
ん
で
食
べ
、
腹

８
分
目
に
す
る

　
▽
食
事
は
１
日
３
食
を
規
則
正
し

く
取
る

　
▽
た
ん
ぱ
く
質
を
十
分
に
取
り
、

脂
質
は
控
え
め
に
す
る

　
▽
緑
黄
色
野
菜
や
キ
ノ
コ
・
海
藻

類
な
ど
の
食
物
繊
維
を
多
く
含

む
食
事
を
す
る

　
▽
一
汁
三
菜
を
意
識
し
て
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食
べ
る

　
▽
ア
ル
コ
ー
ル
は
適
量
に
す
る

　
▽
筋
ト
レ
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
、
で
き
る
だ
け

体
を
動
か
す

　
▽
適
正
体
重
を
維
持
す
る

　
▽
喫
煙
し
な
い

　
自
分
の
血
糖
値
を
知
る
た
め
に
も
、

年
に
一
度
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　
糖
尿
病
に
関
す
る
こ
と
、
そ
の
他

健
康
に
関
す
る
こ
と
な
ど
い
つ
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
希
望
す
る
人
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ
ー
ツ
課

成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）１
１
５
１

健
康  Health
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い
ま
さ
ら
「
地
名
の
意
味
か
」
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実

際
に
地
名
の
聞
き
取
り
調
査
を
し
て

い
て
、い
つ
も
自
問
し
て
き
た
の
が「
地

名
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
国
語
系
の
辞
典
で
「
地
名
」
と
引

く
と
、大
体
「
土
地
の
名
」
な
ど
、ご

く
簡
単
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
る
と
、「
特

定
の
地
点
や
区
域
に
対
し
て
付
け
ら

れ
る
固
有
名
詞
」
な
ど
と
出
て
き
ま

す
。
具
体
的
な
例
と
し
て
、山・海
岸・

川
・
湖
沼
・
湾
・
海
な
ど
の
自
然
物
、

集
落
、
さ
ら
に
行
政
上
の
必
要
か
ら

つ
く
ら
れ
た
国
・
市
町
村
や
人
工
物

の
道
路
・
公
園
・
城
な
ど
、
と
に
か

く
地
表
に
呼
び
名
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

が
地
名
と
な
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、

地
名
の
中
に
は
新
し
く
付
け
ら
れ
た

り
、
い
つ
の
ま
に
か
消
え
た
り
し
て

い
く
も
の
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
や
っ
か
い
な
の
は
、
行
政
的

に
境
界
が
定
め
ら
れ
た
地
名
は
別
と

し
て
、「
区
域
」
が
は
っ
き
り
し
な

か
っ
た
り
、
人
に
よ
っ
て
呼
び
方
や

文
字
表
記
が
違
っ
た
り
と
、
そ
の
範

囲
が
ま
ち
ま
ち
の
例
も
よ
く
あ
り
ま

す
。

　
そ
こ
で
私
た
ち
郷
土
史
研
究
会
が

始
め
に
お
手
本
と
し
た
の
が
、
地
名

の
表
記
と
区
域
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
「
明
治
十
五
年
字あ

ざ

小こ

な名
調し

ら
べ

」
で
す
。

こ
の
調
査
は
、
明
治
初
期
に
福
岡
県

が
行
っ
た
も
の
で
、
ま
だ
大お

お
あ
ざ字
と
か

小こ

字あ
ざ

と
い
う
言
い
方
は
な
か
っ
た
の

で
、「
字
小
名
調
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
で
い
え
ば
、「
小
字
調
べ
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
大
字・

小
字
と
い
う
地
域
区
分
の
単
位
は
、

明
治
22
年
の
「
町
村
制
」
施
行
に
よ

っ
て
で
き
た
用
語
で
す
。
現
在
の
春

日
市
を
例
に
と
れ
ば
、
明
治
22
年
４

月
１
日
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
旧
那

珂
郡
の
下
白
水
村
、小
倉
村
、須
玖
村
、

上
白
水
村
、
春
日
村
の
５
カ
村
が
合

併
し
、
そ
の
中
で
１
番
面
積
が
大
き

か
っ
た
春
日
村
の
「
春
日
」
を
と
っ

て
新
・
春
日
村
と
し
ま
し
た
。
こ
の

と
き
か
ら
旧
村
の
「
村
」
は
新
し
く

「
大
字
」
と
い
う
地
名
の
単
位
に
な

り
ま
し
た
。
大
字
の
下
位
単
位
は
小

字
で
す
が
、実
際
に
は

「
字あ

ざ
」
と
呼
ば
れ
る
こ

と
も
あ
り
、省
略
さ
れ

る
こ
と
も
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。
例
え
ば
、

昭
和
５
年
に
出
さ
れ

た
京
都
帝
国
大
学
発

行
の
『
筑
前
須
玖
史

前
遺
跡
の
研
究
』
の

中
で
は
、現
在
の
須
玖

岡
本
遺
跡
の
所
在
地

を
「
筑
紫
郡
春
日
村
大
字
須す

く玖
（
原

文
マ
マ
）
字
岡
本
」
と
表
記
し
た
り
、

「
筑
紫
郡
春
日
村
大
字
須
玖
小
字
岡
本
」

と
し
た
り
、
単
に
「
須
玖
岡
本
」
と

書
か
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
で

分
か
る
よ
う
に
、行
政
的
地
名
は「
市

制
」、「
町
村
制
」
施
行
に
よ
っ
て
、

県＞

市
郡＞

町
村＞

大
字＞

小
字
と

単
位
区
分
さ
れ
て
、
区
域
と
地
名
が

は
っ
き
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
大
字
須
玖
の
下
に
は
岡
本

を
含
め
91
の
小
字
が
あ
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
町
村
制
」
に

よ
る
「
大
字
須
玖
」
と
い
う
地
名
も
、

昭
和
61
年
以
降
「
町
界
町
名
地
番
整

備
事
業
」
に
よ
り
須
玖
北・須
玖
南・

日
の
出
・
桜
ケ
丘
・
岡
本
・
弥
生
の

６
つ
の
町
名
に
変
わ
り
ま
し
た
。

春
日
市
郷
土
史
研
究
会　

平ひ
ら
た田

善よ
し
ず
み積

 

春
日
風
土
記

第328号

　

春
日
の
地
名

　

＝
地
名
と
は　

１　

＝

▲書籍「筑前須玖史前遺跡の
研究」

つ
ぼ
を
教
え
ま
す

か
す
が
の
郷さ

と

介
護
者
教
室（
無
料
）

　
腰
痛
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
の
不

調
に
効
く
つ
ぼ
を
教
え
ま
す
。　

　
つ
ぼ
を
知
っ
て
、
つ
ら
い
腰
痛
を

解
消
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
在
宅
介
護
を
し
て
い
る
人
、

ま
た
は
介
護
に
興
味
の
あ
る
人

日
時　
12
月
７
日
㈮

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分（
受

付
：
午
前
10
時
〜
）

場
所　
高
齢
者
総
合
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

か
す
が
の
郷（
塚
原
台
３
－
１
２

　
９
）

講
師　
今い

ま
む
ら
の
ぶ

村
宣
子こ

さ
ん（
フ
レ
ア
ス

在
宅
マ
ッ
サ
ー
ジ
所
属
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
電
話
で
、
参
加
人
数
と

交
通
手
段
を
知
ら
せ
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
か
す
が
の
郷

☎（
５
９
５
）６
０
６
０

F（
５
９
５
）６
３
６
１

親
子
で
交
流
し
ま
し
ょ
う

参
加
し
ま
せ
ん
か

は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん

　
市
内
に
居
住
す
る
生
後
２
〜
６
カ

月（
平
成
30
年
６
月
〜
９
月
生
ま
れ
）

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
だ
ち
づ
く

り
を
応
援
す
る
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
月
齢
が
近
い
子
ど
も
の
親
子
同
士

で
、
交
流
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

※
２
日
間
と
も
参
加
で
き
る
人
で
、

初
め
て
参
加
す
る
子
ど
も
が
対
象

で
す
。

※
き
ょ
う
だ
い
児
の
参
加
は
で
き
ま

せ
ん（
託
児
な
し
）。

日
程　
12
月
４
日
㈫
・
７
日
㈮

時
間　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
須
玖
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　
親
子
あ
そ
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア

な
ど
）、
保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
に
よ
る
相
談（
希
望
者
の

み
）

定
員　
15
組（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
11
月
16
日
㈮
〜
30
日
㈮

の
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
に
、
電

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
子
ど
も
の
名
前
・
生

年
月
日
、
居
住
地
区
、
電
話
番
号

を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
こ
ど
も
未

来
課
児
童
担
当（
須
玖
児
童
セ
ン

タ
ー
内
）

☎（
５
７
３
）２
４
３
１

F（
５
８
４
）７
７
３
９

sugu-j@
city.kasuga.fukuoka.

jp

子
育
て  Parenting
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大
人
と
同
じ
食
材
を
使
っ
た

離
乳
食
の
作
り
方
を
学
ぶ

離
乳
食
教
室

　
託
児（
原
則
と
し
て
生
後
５
〜
８

カ
月
児
、
１
人
３
０
０
円
、
先
着
順

15
人
、
要
申
し
込
み
）も
あ
り
ま
す
。

対
象　
生
後
５
〜
８
カ
月
児
の
保
護

者　
日
時　
12
月
26
日
㈬ 

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時（
受
付
：

午
後
１
時
〜
）

場
所　
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容　
離
乳
食
の
進
め
方
の
講
義
、

調
理
実
習
、
試
食

参
加
費　
２
０
０
円（
実
習
材
料
費
）

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
拭
き
タ

オ
ル
、
筆
記
用
具

申
込
方
法　
11
月
15
日
㈭
〜
29
日
㈭

に
、
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
子
ど
も
の
名

前
・
性
別
・
生
年
月
日
、
託
児
の

有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康
ス
ポ

ー
ツ
課
成
人
保
健
担
当

☎（
５
０
１
）１
１
３
４

F（
５
０
１
）０
０
５
１

う
ち
エ
コ
講
座

お
家
も
体
も
す
っ
き
り

台
所
で
使
う
石
け
ん
＆
手
作
り
化
粧
品

　
自
然
に
も
体
に
も
優
し
い
、
廃
食

用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
た
石
け
ん
や
、

身
近
に
あ
る
も
の
で
化
粧
水
・
入
浴

剤
な
ど
を
作
り
ま
す
。

対
象　
市
内
に
居
住
す
る
人

日
時　
12
月
５
日
㈬

　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
実

習
室
Ｂ

材
料
費　
３
０
０
円
程
度

定
員　
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　
11
月
15
日
㈭
〜
30
日
㈮

に
、
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
環
境
課
環

境
保
全
担
当

☎（
５
８
４
）１
１
１
１
㈹

F（
５
８
４
）１
１
４
７

kankyo
@

city.kasuga.
fukuoka.jp

春
日
大
野
城

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

第
４
回
リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　
ご
み
と
し
て
持
ち
込
ま
れ
た
再
利

用
で
き
る
自
転
車
の
販
売
と
、
ス
チ

ー
ル
家
具
類（
陶
器
な
ど
を
含
む
、

以
下
同
じ
）の
譲
渡
を
行
い
ま
す
。

対
象　
春
日
市
・
大
野
城
市
に
居
住

し
て
い
る
人

展
示
期
間　
12
月
４
日
㈫
〜
９
日
㈰

（
８
日
㈯
を
除
く
）

時
間　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　
春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

展
示
品
目　
自
転
車（
約
30
台
）、
ス

チ
ー
ル
家
具
類（
約
１
０
０
点
）、

日
替
わ
り
品（
希
望
者
は
マ
イ
バ

ッ
グ
持
参
）

申
込
方
法　
期
間
中
に
、
同
プ
ラ
ザ

で
申
込
書
を
受
け
取
り
、
必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
、
持
参
し
た
62

円
は
が
き（
表
面
に
申
込
者
の
住

所
、
氏
名
を
記
入
、
裏
面
は
無
記

入
で
白
紙
）と
一
緒
に
提
出
す
る

注
意
事
項

▽
来
場
者（
本
人
）の
申
し
込
み
に
限

り
ま
す
。

▽
自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具
は
１
住

所
で
各
１
点
ま
で
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
住
所（
２
世
帯
も
含
む
）で
複

数
は
が
き
で
の
申
し
込
み
の
場
合

は
、
全
て
無
効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
、１
台
２
６
０
０
円（
防

犯
登
録
料
６
０
０
円
を
含
む
）が

必
要
で
す
。

▽
自
転
車
の
申
し
込
み
は
、
前
回
の

当
選（
当
選
辞
退
も
含
む
）か
ら
１

年
以
上
経
過
し
た
人
が
対
象
で
す
。

▽
ス
チ
ー
ル
家
具
類
の
当
選
後
、
引
き

取
り
が
な
い
場
合
、
そ
の
後
の
１
年

間
は
申
し
込
み
が
で
き
ま
せ
ん
。

抽
選
・
引
き
取
り

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、
12
月
12
日

㈬
の
午
前
９
時
に
抽
選
を
行
い
、

抽
選
結
果
を
申
込
者
全
員
に
は
が

き
で
知
ら
せ
ま
す（
12
月
14
日
㈮

発
送
予
定
）。

▽
当
選
品
は
、
12
月
17
日
㈪
〜
21
日

㈮
の
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

に
引
き
取
っ
て
く
だ
さ
い（
引
取

期
間
厳
守
）。

問
い
合
わ
せ
先　
同
プ
ラ
ザ

☎（
５
９
６
）７
０
６
６　

F（
５
９
５
）４
１
４
０

専
門
職
に
よ
る

く
ら
し
・
事
業

な
ん
で
も
相
談
会（
無
料
）

　

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、

不
動
産
鑑
定
士
、
行
政
書
士
、
社
会
保

険
労
務
士
、
弁
理
士
、
中
小
企
業
診
断

士
、
弁
護
士
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士

の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

日
時　
12
月
８
日
㈯

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　
福
岡
市
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
あ
い
れ
ふ
10
階
講
堂（
福
岡
市

中
央
区
舞
鶴
２
－
５
－
１
）

定
員　
１
０
０
人（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

▽
福
岡
専
門
職
団
体
連
絡
協
議
会
事

務
局（
県
司
法
書
士
会
）

　
☎（
７
１
４
）３
７
２
１

　
F（
７
１
４
）４
２
３
４

▽
当
日
問
い
合
わ
せ
専
用
電
話

　
☎
０
９
０（
９
４
８
３
）５
４
０
７

平
成
30
年
度
第
５
回

抽
選
方
式

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
今
回
、
新
た
に
子
育
て
世
帯
向
け

に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
住
戸
の
募
集
も

行
い
ま
す（
内
覧
会
予
定
：
12
月
７

日
㈮
〜
９
日
㈰
）。

※
詳
し
く
は
募
集
案
内
書
を
見
て
く

だ
さ
い
。

※
申
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

募
集
案
内
書
配
布
期
間　
11
月
28
日

㈬
〜
12
月
26
日
㈬

※
募
集
案
内
書
は
、
市
役
所（
総
合
案

内
・
管
財
課
）、
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

に
設
置
し
ま
す
。
な
く
な
り
次
第
配

布
を
終
了
し
ま
す
。

申
込
期
間　
12
月
17
日
㈪
〜
26
日
㈬

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
県
住
宅
供

給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部
管
理
課

☎（
７
８
１
）８
０
２
９

F（
７
２
２
）１
１
８
１

募
集  Recruitm

ent

環
境  Environm

ent

相
談  C

onsultation
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平
成
31
年
４
月
採
用

市
社
会
福
祉
協
議
会

一
般
事
務
職
員（
正
職
員
）募
集

職
務
内
容　
地
域
福
祉
活
動
推
進
支

援
、
法
人
運
営
な
ど
の
業
務

受
験
資
格　
次
の
全
て
を
満
た
す
人

▽
平
成
５
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

▽
社
会
福
祉
士
ま
た
は
精
神
保
健
福

祉
士
の
資
格
を
有
す
る(

当
該
資

格
取
得
試
験
の
受
験
資
格
を
有
す

る
人
を
含
む
）

▽
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

（
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
に
取

得
見
込
の
人
も
可
）

採
用
予
定
人
員　
１
人

選
考
方
法

▽
１
次
試
験
：
書
類
審
査

▽
２
次
試
験
：
筆
記
試
験

▽
３
次
試
験
：
面
接
試
験

応
募
方
法　
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
、

必
要
書
類
を
提
出
す
る

※
募
集
要
項
な
ど
は
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.kasuga-shakyo

.
or.jp/

）か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
市
社
会
福

祉
協
議
会
事
業
総
務
課
総
務
担
当

☎（
５
８
１
）７
２
２
５

F（
５
８
１
）７
２
５
８

夢
を
カ
タ
チ
に

女
性
の
た
め
の
プ
チ
起
業
初
級
講
座

１
回
目（
全
３
回
）（
無
料
）

　
「
自
分
の『
好
き
』を
生
か
せ
る
仕

事
が
し
た
い
」、「
家
事
・
子
育
て
の

合
間
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
稼
ぎ
た
い
」、

「
自
宅
で
小
さ
な
サ
ロ
ン
を
開
い
て

み
た
い
」

　
そ
ん
な
女
性
の
た
め
の
３
回
連
続

講
座
で
す
。

　
託
児（
生
後
５
カ
月
〜
４
歳
、
１

人
３
０
０
円
、
先
着
６
人
、
12
月
３

日
㈪
ま
で
に
要
申
し
込
み
）も
あ
り

ま
す
。

対
象　
起
業
を
検
討
し
て
い
る
、
ま

た
は
既
に
起
業
し
て
い
る
女
性

日
時　
12
月
12
日
㈬

　
午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

場
所　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
じ

ょ
な
さ
ん

内
容

▽
第
１
部
：
講
座（
〜
資
格
０ゼ

ロ

、
資

金
０ゼ

ロ

、
お
客
様
０ゼ

ロ

か
ら
で
き
る
！

〜
起
業
か
ら
生
き
残
る
コ
ツ
）

▽
第
２
部
：
交
流
会（
人
脈
作
り
、

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
へ
の
相
互
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど

※
既
に
起
業
し
て
い
る
人
は
、
商
品

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
名
刺
な
ど
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

講
師　
高た

か
ぐ
ち
と
も

口
知
子こ

さ
ん（
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

起
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
経

営
）

定
員　
先
着
20
人（
申
込
先
着
順
）　

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
、
居
住

し
て
い
る
市
町
村
名
、
氏
名
、
年

齢
、
連
絡
先
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
市
民

相
談
課
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyonasan@
city.kasuga.

fukuoka.jp

木
版
画
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

来
年
の
干
支

イ
ノ
シ
シ
を
彫
ろ
う

　
手
本
を
数
パ
タ
ー
ン
用
意
し
て
い

ま
す
。

対
象　
小
学
４
年
生
以
上

日
時　
12
月
８
日
㈯

　
午
後
７
時
〜
９
時

場
所　
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
実

習
室
Ｂ

講
師　
吉よ

し
む
ら村　

形け
い

さ
ん（
彫
刻
家
・

ス
タ
ジ
オ
ケ
イ
代
表
）

参
加
費　
２
０
０
０
円

定
員　
25
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
も
の　
筆
記
用
具
、
２

Ｂ
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
、
汚
れ
て
も

良
い
服
装

申
込
方
法　
電
話
か
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏

名
、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス（
持
っ
て
い
る
人
）を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
櫟く

ぬ
ぎ

の
森
美

術
館　
吉よ

し
む
ら村

☎
０
９
０（
３
６
６
９
）０
１
２
３

keiham
m

kidsart@
gm

ail.
com

「
周
り
に
い
な
い
」で
は
な
く

「
気
づ
い
て
い
な
い
」だ
け

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）人
権
講
演
会（
無
料
）

　
あ
る
日
、
子
ど
も
、
家
族
、
友
人

な
ど
か
ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
で
あ
る
こ
と
を

告
げ
ら
れ
た
ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し

ま
す
か
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
人
た
ち
は
、
20
人
に

１
人
の
割
合
で
い
る
と
推
定
さ
れ
、

県
内
だ
と
約
25
万
人
に
も
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
無
理
解
や
偏
見
を
恐
れ

て
、
周
り
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
人
が
多
い
の
が
現
状
で
す
。

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
学
び
、
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　
託
児（
生
後
５
カ
月
〜
４
歳
、
無

料
、
先
着
６
人
、
11
月
27
日
㈫
ま
で

に
要
申
し
込
み
）と
手
話
通
訳
も
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
講
演
終
了
後
に
、
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
特
設
人
権
相
談
を
、

市
役
所
2
階
２
０
５
会
議
室
で
行
い

ま
す（
無
料
）。

日
時　
12
月
５
日
㈬

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

場
所　
市
役
所
２
階
大
会
議
室

テ
ー
マ　
大
人
は
気
づ
き
に
く
い
…

　
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
子
ど
も
た
ち

講
師　
五い

が
ら
し

十
嵐
ゆ
り
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
Ｒレ

イ

ン

ボ

ー

ス

ー

プ

ａ
ｉ
ｎ
ｂ
ｏ
ｗ
Ｓ
ｏ
ｕ
ｐ

代
表
）

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
居
住
し

て
い
る
市
町
村
名
、
氏
名
、
連
絡

先
、
託
児
の
有
無
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
人
権
市
民

相
談
課
人
権
男
女
共
同
参
画
担
当

☎（
５
８
４
）１
２
０
１

F（
５
８
４
）１
１
８
１

jyonasan@
city.kasuga.

fukuoka.jp

講
演
・
講
座  Lecture

▲おもてなしレインボー　
ガイドブック（講座で
使用する冊子）
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相 談 窓 口 ※いずれも無料です。また、日時や場所など、変更になることがありますので、事前に問い合わせてください。

法律・生活・行政など
●春日市無料法律相談　☎（584）1148

第3水曜日（8月を除く）/10時〜16時/市役所/
第1水曜日9時以降の平日に電話予約/先着15人

●春日市消費生活相談　☎（584）1155（F兼用）
悪質商法・多重債務・金銭トラブルなど/
月〜金曜日/10時〜12時15分、13時〜16時/じょなさん

●定例行政相談　☎（584）1111㈹
国の行政に関すること/第4火曜日（10月を除く）/10時〜15
時/市役所

●福岡県交通事故相談所　☎（643)3168  ☎（622）0403
月〜金曜日/9時〜17時（受付は16時まで）/福岡県庁
子育て・子どもの悩み、児童福祉

●春日市子ども・子育て相談センター　☎（584）1015 F（501）0051
月〜金曜日/8時30分〜17時/いきいきプラザ

●児童虐待相談　児童相談所全国共通:189（いちはやく）
●福岡県福岡児童相談所　☎（586）0023

月〜金曜日/8時30分〜17時15分/電話相談は24時間受付
●養育費に関する電話相談　☎（584）3931

月〜金曜日/9時〜17時/第1・3土、日曜日/9時〜16時
福岡県ひとり親家庭等就業・自立支援センター（ひとり親サポートセンター）
高齢者の介護や福祉

●北地域包括支援センター　☎（589）6227　F（589）6228
●南地域包括支援センター　☎（595）8188　F（595）6069

月〜金曜日/8時30分〜17時

人　権
●定例人権（悩みごと）相談　☎（584）1201（面談相談のみ）

第1火曜日（6月を除く）/10時〜15時/市役所2階市民相談室（予約
不要）

●福岡法務局人権相談　☎（922）2881
月〜金曜日/8時30分〜17時15分/福岡法務局筑紫支局

暴力・DV・セクハラの相談
●春日市男女共同参画センター　☎（584）1202

月〜金曜日/8時30分〜17時/じょなさん
●ちくし女性ホットライン　☎（513）7335

月・水〜金曜日12時〜19時/
土曜日10時〜17時（祝日、年末年始を除く）

●福岡県あすばる女性相談ホットライン　☎（584）1266
月〜日曜日/9時〜17時（祝日を除く金曜日のみ18時〜20時30分）/
福岡県男女共同参画センター（8月13〜15日、年末年始を除く）

不安・悩みごと
●福岡県警察本部犯罪被害者相談電話「ミズ・リリーフ・ライン」　☎（632）7830
　月〜金曜日（祝日・年末年始除く）/9時〜17時45分
●心配ごと相談　☎（581）7225

暮らしの問題や悩み/水曜日/13時〜16時/市社会福祉センター
●福岡いのちの電話　☎（741）4343

さまざまな悩みや不安/24時間受付/匿名可/インターネット相談あり
（http://www.inochinodenwa-net.jp)

さ
ん
ぽ
み
ち

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
世
代

　

冬
の
気
配
を
感
じ
始
め
る
10

月
中
旬
、
北
海
道
三
笠
市
で「
全

国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

研
究
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
春
日
市
の
研
究
成
果
も
発

表
さ
れ
、
私
も
取
材
を
兼
ね
て

参
加
し
て
き
ま
し
た
▼
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
学

校
と
保
護
者
や
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
学
校
運
営
に
取
り
組
む

制
度
で
、
春
日
市
の
ま
ち
づ
く

り
の
特
色
の
一
つ
で
す
。
そ
の

先
進
地
と
し
て
、
６
年
前
の
第

１
回
大
会
は
、
春
日
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
▼
今
年
の
テ
ー
マ

は「
ふ
る
さ
と
回
帰
」。
過
疎
化

が
進
む
地
域
で
の
郷
土
愛
を
育

む
活
動
や
、
学
校
と
地
域
や
保

護
者
が
つ
な
が
る
た
め
の
取
り

組
み
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
果

が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も

の
市
民
性
を
育
む
春
日
市
の
活

動
も
、
全
国
の
注
目
を
集
め
ま

し
た
▼
教
育
を
受
け
た
年
代
に

よ
り「
○
○
世
代
」な
ど
と
称
さ

れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
社
会
へ

出
て
い
く
春
日
市
の「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
世
代
」の
活
躍

が
楽
し
み
で
す
。　
　
　
　

  

の

　
小
倉
地
域
に
は
二
つ
の
庚
申
塔
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
小
倉

薬
師
堂
の
境
内
に
、
も
う
一
つ
は
住
吉
神
社
の
左
横
に
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
庚
申
塔
は
、
お
地
蔵
さ
ま
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
町
や

村
の
境
や
つ
じ
に
祭
ら
れ
て
い
る
石
の
神
様
で
す
。

　
住
吉
神
社
の
左
横
に
あ
る
庚
申
塔
は
、
花
こ
う
岩
の
正
面
に

「
猿さ

る

田た

彦ひ
こ
お
お
か
み

大
神
」と
刻
ま
れ
、左
側
面
に「
明
和
八
年
」（
１
７
７
１

年
）
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
猿
田
彦
神
は
「
お
庚
申
さ
ま
」
と
も
呼
ば
れ
、
集
落
の
入
り

口
や
は
ず
れ
に
あ
り
、
境
の
神
と
し
て
、
疫
病
や
災
害
か
ら
守

る
役
割
も
持
っ
て
い
ま
し
た
。

小
倉
地
域
の
文
化
財

〜
ム
ラ
の
庚こ

う
し
ん
と
う

申
塔
〜

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館 

☎（
５
０
１
）１
１
４
４　
F（
５
７
３
）１
０
７
７

▲住吉神社の庚申塔
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市
の

木
ナ

ギ
ノ

キ

―
体
育
協
会
で
は
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
で

す
か
。

　
協
会
に
は
、
23
の
加
盟
団
体
が

あ
り
、
約
５
０
０
０
人
も
の
会
員

が
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
携
わ
る
皆
さ
ん
と
連
携
し
、

各
団
体
の
充
実
・
強
化
を
は
じ
め
、

市
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
普
及
、
健
康

づ
く
り
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
政

と
共
に
行
っ
て
い
ま
す
。

―
現
在
、
力
を
入
れ
て
い
る
活
動

は
あ
り
ま
す
か
。

　
協
会
発
足
当
時
の
活
動
は
、
各

団
体
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
な

る「
お
世
話
係
」の
よ
う
な
印
象
で

し
た
。
し
か
し
、
協
会
の
担
う
べ

き
責
務
は
も
っ
と
大
き
い
は
ず
だ
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と
考
え
、
今
ま
で
関
わ
り
の
な

か
っ
た
人
た
ち
と
も
協
力
し
、
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
や
国
際

交
流
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
な

ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
を
き
っ
か
け
に
、
誰

か
に
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
、
頼
り

に
さ
れ
る
こ
と
が
私
た
ち
の
活
動

の
や
り
が
い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
協
会
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

　
11
月
25
日
㈰
に
は
、
白
水
大
池

公
園
で「
走
ろ
う
大
会　
ラ
ン
＆

ウ
ォ
ー
ク
」を
開
催
し
ま
す
。

　
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

よ
う
と
、
子
ど
も
た
ち
が
一
生
懸

命
に
走
る
姿
に
は
毎
年
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
応
援
に
来
て
く
だ
さ
い
。

みん春
通信
vol.2

みんなで春をつくろう

スポーツの振興から市民の健康づくりまで

（一社）春日市体育協会

　市内にはさまざまなスポーツ関係の連盟や協会があり
ます。これらの団体と連携し、スポーツの振興に取り組ん
でいる「市体育協会」を取材しました。
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